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博士論文の内容の要旨      
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                          崔 寶 允 
 
1．研究背景：日本をはじめとしたアジアを中心に世界で人気を博している韓流ドラマ
は、日本のトレンディドラマの影響を受けて形成された。韓流ドラマの大きな特徴は、「家
族」が登場し、「性」に関する表現が控えめなところである。日本で韓流ブームの火付け役
となった『冬のソナタ』はその代表的なドラマと言える。中高年女性たちの専有物とされ
てきた韓流ドラマは、近年、中高年男性は無論、若者、さらにはイデオロギーの異なる北
朝鮮の人々の間でも幅広く消費されている。ドラマのジャンルも純愛物だけではなく、時
代劇からラブコメディまでと多様化している。もはや韓流ドラマは単なる娯楽物ではなく、
世代や地域、イデオロギーを越え、一つの社会現象として日本ないし世界に受容されてい
るのである。 
 
2．研究目的：そこで本論文では、海外のファンたちがよく言及する韓流ドラマの大き
な魅力である家族愛、人間関係、控えめな性意識、そして伝統に抵抗しながら自己実現す
る女性といったキーワードを手がかりに、韓流ドラマが日本のみならず、世界から受け入
れられるようになった背景と要因、特徴を明らかにすることによって、韓流ドラマが単に
時代を映す鏡ではなく、見る人の心身に働きかけることで時代を先導していく装置として
機能しているところを浮き彫りにした。 
 
3．研究内容：上記の目的を果たすべく、本論文は、序章「なぜ韓流ドラマなのか」と、
第一部「家族の表象」、第二部「女性の表象」、第三部「性の表象」、そして結章「孤族社会
における韓流ドラマ」という構成を取っている。具体的な内容は以下の通りである。 
序章では、先行研究を踏まえながら韓流ドラマの現状を捉え、韓流ドラマの形成過程に
影響を与えた日本のドラマや小説を分析し、韓流ドラマならではの特徴を導き出した。 
第一部では、社会の変化とともに変貌していく家族関係についてドラマ『初恋』と『華
麗なる遺産』に表れている親子関係を中心に分析した。 
第二部では、ドラマ『チャングムの誓い』と『グッキ』、『冬のソナタ』、『私の名前はキ
ム・サムスン』を中心に、男尊女卑の国と言われてきた韓国が「女風（ヨプン）」の時代
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を迎えるまで女性たちがどのようにして今の地位を獲得するに至ったかをドラマに表れ
ている女性像の分析を通して論じた。 
第三部では、女性の地位向上とともに変わっていく性意識についてドラマ『愛人』と『キ
ツネちゃん、何してるの？』を中心に分析を行った。 
結章では、韓流ドラマが消費されている日本社会の現在を見直し、韓流ドラマの今後を
展望した。その結果、以下のようなことが浮き彫りにされた。 
 一つ目は、従来韓流ドラマに描かれていた家族関係、とりわけ親子関係は『初恋』のソ
ン家のように父親の権威が高く、子供は父親を尊敬し父親の意に従う姿であった。しかし、
2000年代に入り韓国社会で権威主義が崩壊するにつれ、家族の間でも権威がその意味を失
った現在は、友達のような親が理想とされているのが分かった。『華麗なる遺産』に登場
する親たちに権威は見当たらず、むしろ親たちが過ちを犯していて、子供たちがそれを正
していく姿が描かれていた。子供たちはそのような親を突き放したり、親の存在を否定し
たりする姿は見られなかった。 
二つ目は、男性中心社会でどんな逆境にもめげずに努力して自分の分野で成功を遂げた
人物であるチャングムとグッキとサムスンのような女性主人公たちが、「女風」を後押しし
たということである。「女風」の時代を迎えるまで女性たちは長年社会通念と戦ってきた。
そこで筆者は、純愛で注目されてきた『冬のソナタ』を未婚の母という観点から読み解き、
家父長制の秩序を乱した未婚の母とその子供が受ける差別と否定的な認識について指摘し
た。すると未婚の母は、海外養子問題、混血児問題にも深く関連していることが分かった。
ドラマは実社会の戸主制廃止にも大きな役割を果たした。ドラマは単なる娯楽物ではなく、
女権拡張にまで影響を及ぼしていた。 
三つ目は、女性に対する性的な抑圧、貞操イデオロギーが強かった韓国社会が民主化後
の自由主義、グローバル化のうねりで、女性の自立とともに性役割が変化し、ドラマの性
描写が大胆になったことである。性が公論化され始めた 1990年代後半から女性の性意識は
急激な変化を見せてきた。近年は離婚、再婚に対する偏見が薄れ、若者たちは婚前性関係
も自然に受け入れるようになり、同棲についても肯定的である。もはや性は隠すものでは
なく、堂々と語る時代になったのである。 
 
 4．研究意義：韓流ドラマは家族を描くという面で、他の日本ドラマや中国ドラマ、ア
メリカドラマと異なる。すでにポストモダン化し、行き過ぎた個人主義のあげく、「孤族」
社会となった日本では、ドラマもそのような社会を生きる個人ばかりを描く。中国では、
主に男性作家が歴史的な出来事を素材にドラマを書き、ドラマを通して得られる政治意識
の鼓吹や社会的な効果を重要視する。ハリウッド映画並みにスケールが大きいアメリカド
ラマは、犯罪捜査物、メディカルドラマなど、特定分野の専門家を描いたものが多い。家
族はこれらのドラマが見落としていた部分である。 
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 本研究を通して、韓流ドラマが単なる娯楽物ではなく、現代社会のあり方を映し出す媒
介として機能しているところを浮き彫りにすることができた。        以上。 
